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午前９時２７分開会 

○委員長（足田 仁司） おはようございます。当委

員会の委員長を仰せつかっております足田です。定

刻より少し早いですけども、皆さんおそろいですの

で、始めさせていただきたいと思います。 

 最初に、委員長挨拶ということなんですけど、大

した気の利いた挨拶はできませんが、最近、印象に

残ったのはソメイヨシノもあんまりじっくり見れ

なかったなと。八重桜をこの間、日曜日に見てこよ

うと思って、ぶらぶら歩いたんですけど、ほぼピー

クを過ぎてました。結局、一番いい状態の花を見る

ことができなかって、非常に今年は桜をしっかり見

ることができなくて、残念な思いがしております。

皆さんのご当地ではいかがだったでしょうか。結構、

地域によって桜の咲き方も違ったようですけど、今

年は思いのほか早めに咲いたと。これが温暖化とい

いますか、異常気象の一端でなければいいがなと思

うところです。 

 新年度になりまして、それぞれ担当部署、担当者、

担当部長、それぞれ異動されたりとか担当が替わっ

たりとかいうところもあろうかと思います。今年度

初めての防災対策の委員会ということで、いろいろ

と意見交換ができたらいいと思っておりますので、

どうぞよろしくお願いします。 

 まず、桝田消防長が本日の委員会を欠席する旨の

申出がありましたので、ご了承をいただきたいと思

います。 

 次に、自己紹介に入りたいと思います。お手元の

資料の委員会名簿、この名簿の順に従って、それぞ

れ自己紹介をお願いしたいと思います。 

 二重になりますが、ちょっと、この委員会の委員

長を仰せつかってる足田です。どうぞよろしくお願

いします。 

○委員（土生田仁志） おはようございます。初めて

副委員長という席をおおせつかっております土生

田といいます。よろしくお願いします。 

○委員（浅田  徹） おはようございます。浅田で

ございます。よろしくお願いします。 

○委員（清水  寛） おはようございます。清水で

す。よろしくお願いします。 

○委員（椿野 仁司） おはようございます。椿野で

す。よろしくどうぞ。 

○委員（福田 嗣久） おはようございます。福田で

す。よろしくお願いします。 

○委員（奥村 忠俊） おはようございます。奥村で

す。よろしくお願いします。 

○委員長（足田 仁司） 今回は、年度当初の委員会

であります。４月１日付の人事異動で、防災対策調

査特別委員会所管の当局職員に異動がありました

ので、ここで自己紹介をいただきたいと思います。

名簿の順に従って自己紹介をお願いします。 

 最初に、防災監。 

○防災監（宮田  索） 防災監の宮田です。引き続

きどうぞよろしくお願いします。 

○防災課長（原田 泰三） 防災課長の原田です。よ

ろしくお願いします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） おはようござ

います。コウノトリ共生部の川端です。２年目にな

ります。引き続きよろしくお願いいたします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） おはようございます。

農林水産課長の柳沢です。引き続きです。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） おはようございます。

都市整備部の澤田です。（「もう一人」と呼ぶ者あ

り）すみません、失礼します。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 改めまして、農林

水産課参事の井垣と申します。私も２年目になりま

す。引き続きよろしくお願いいたします。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） すみません、おはよ

うございます。澤田です。今回よりお世話になるこ

とになります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課長、冨森です。引

き続きよろしくお願いいたします。 

○建設課参事（北村 省二） おはようございます。

この４月の異動で、都市整備部から建設課参事にな

りました北村です。よろしくお願いいたします。 

○上下水道部長（河本 行正） おはようございます。

上下水道部長に異動になりまして、引き続きですけ
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ども、またよろしくお願いいたします。河本です。 

○下水道課長（榎本 啓一） 失礼します。下水道課

長の榎本です。この委員会初めてです。どうぞよろ

しくお願いします。 

○下水道課参事（堀田 政司） 下水道課参事兼施設

係長の堀田といいます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○城崎振興局長（植田 教夫） この４月１日で城崎

振興局長になりました植田です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○城崎振興局地域振興課長（谷垣 一哉） 城崎振興

局地域振興課長の谷垣と申します。引き続きになり

ますけれども、よろしくお願いいたします。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 竹野振興局長の瀧下

でございます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） 竹野振

興局地域振興課、山根です。２年目となります。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局長の小谷

士郎といいます。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課長（中川 光典） 日高振興

局地域振興課、中川と申します。引き続きです。よ

ろしくお願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 引き続きお世話にな

ります。出石振興局、村上です。どうぞよろしくお

願いします。 

○出石振興局地域振興課長（今井 謙二） 出石振興

局地域振興課、今井です。引き続きよろしくお願い

します。 

○但東振興局長（羽尻 泰広） おはようございます。

但東振興局長の羽尻と申します。よろしくお願いし

ます。 

○但東振興局地域振興課長（大石 英明） 但東振興

局地域振興課、大石と申します。よろしくお願いし

ます。 

○消防本部参事（金納 広行） 消防本部参事、金納

です。引き続きよろしくお願いします。 

○消防本部参事（中地  修） 消防本部参事、中地

です。この委員会初めてとなります。よろしくお願

いします。 

○委員長（足田 仁司） 続きまして、事務局。 

○事務局主査（伊藤八千代） 失礼します。事務局の

伊藤です。引き続きです。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○委員長（足田 仁司） 紹介は終わりました。 

 それでは、４番の協議事項に入ります。 

 現在、常任委員会、特別委員会の会議録を市議会

ホームページで公開をしています。つきましては、

委員の皆さん、当局の皆さんにおかれましては、次

の２点についてご留意をお願いします。１つ目は、

数字、年月日などについて、言い間違いのないよう、

正確にお願いをいたします。２つ目として、個人情

報や未確定事項などについて、不適切な発言がない

ように慎重を期していただきたいと思います。 

 まず、（１）委員会所管事項について、別添資料

として本日、２０２１年度豊岡市事務概要をタブレ

ットのほうに掲載をしております。事務概要書に基

づき、当局から説明を一通り受けた後に、各委員か

ら質疑を受けたいと思いますので、次第に記載の政

策調整部、都市整備部、上下水道部の順でお願いを

したいと思います。 

 それでは、政策調整部防災課よりお願いをいたし

ます。 

 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） ５ページをご覧ください。

防災課からは、防災マップの更新とマイ避難カード

の普及啓発についてご説明をさせていただきます。 

 現況と課題でございます。市民が災害時に自分自

身や家族などの大切な命を守るためには、逃げどき

をしっかり認識いただくこと、それから、逃げどき

を検討する際には、自分自身やご家族が置かれてい

る災害リスクを正しく把握することが非常に重要

なことになってまいります。市では２０１６年に防

災マップを更新をしておるんですが、その後、２０

２０年度には兵庫県が県の管理河川の浸水想定を

見直したりだとか、あと、市内全域での土砂災害の

特別警戒区域の指定を完了させたことから、このほ

ど、こういったデータの最新のものにしたものを防
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災マップに反映させるというような事業でござい

ます。 

 続きまして、基本方針でございます。この防災マ

ップについては、現在、全戸配布させていただいて

る防災マップ同様、行政区別の図郭としまして全戸

に配布をする予定としております。この防災マップ

の啓発なんですが、既にさきの議会等でもいろいろ

なご質問、ご指摘をいただいてるんですけども、や

はりしっかりと啓発をしていかなくてはならない

ということで、メインに、市と地域コミュニティ組

織が協働で取り組んでる防災ワークショップって

いうのを、毎年３地区から４地区程度実施しており

ますこの防災ワークショップ、それから、コロナ禍

で少し出前講座、鈍ってますけども、非常に回数を

多くやっております出前講座等の機会を活用しま

して、防災マップの活用方法について、しっかりと

理解を深めていただきたいというふうに考えてお

ります。命を守るというこのことのために、防災マ

ップで災害リスクを正しく把握していただいた上

で、逃げどきや逃げ先を定める必要があるというこ

と、さきに申し上げましたが。このため、防災マッ

プの啓発に当たっては、必ずマイ避難カードという

ものをセットで啓発をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 なお、マイ避難カードなんですけども、防災マッ

プで自宅の災害リスクを確認をしていただいた上

で、いつ、どこに、どのようにして、誰と、あと、

持ち物なんかもどういったものが必要だというよ

うなことを定めていただいた上で避難するという

ようなことを、最善策、次善の策、三善の策での、

この３つを選択肢として記入いただくようなカー

ドになっております。すみません、ちょっと後れば

せながらレターケースの中に入れさせていただい

ておりますので、またご確認を後ほどいただけたら

と考えております。防災マップとともに命を守るた

めの重要なツールとして、この２つのものを併せて

普及してまいりたいと考えております。 

 続いて、概要です。できましたら、８月の市民総

参加訓練に間に合うように全戸配布して、啓発をし

てまいりたいと考えております。この防災マップで

ございます。防災マップはＡ３のサイズ、今の防災

マップ同様、Ａ３サイズといたしまして、表面には

計画規模の降雨による浸水想定区域、それからあと

避難場所、それから土砂災害特別警戒区域などを表

示しまして、裏面には避難に関する様々な重要な用

語だとか、あと、私はまず避難しないといけないの

かとかから始まる、何ですかね、避難のためのフロ

ー図、避難行動判定フロー図というようなものを掲

載をしたいと考えております。新しい防災マップに

ついては、マイ避難カード同様、市のホームページ

にも掲載するほか、市のホームページに小学校区別

ぐらいの大きさで確認することができる想定最大

規模の、当然こちらにも避難所なんかも載ってます

けども、そういった想定最大規模のマップについて

も掲載をすることとしております。 

 防災マップやマイ避難カード、先ほど出前講座や

ワークショップでの啓発というふうにご説明しま

したが、この８月、今度は地震を想定した市民総参

加訓練を行うんですけども、その際にも、この市民

総参加訓練自体は、単純に３０分から４０分ぐらい

で多分終わってしまうと思う内容ですので、その後

の時間を利用いただいて、こういった防災マップだ

ったり、マイ避難カードだったりの使用方法だった

りとかについて確認いただくような啓発も進めて

まいりたいと考えております。 

 防災課からは以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 次に、都市整備部建設課お

願いします。 

 冨森課長、どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からは２件報告さ

せていただきます。 

 １件目の雪害対策事業の推進につきましては、私、

冨森が、２件目の円山川水系河川整備事業の推進に

ついては、北村が説明させていただきます。 

 それでは、６ページをご覧ください。豊岡市の市

道の総除雪延長につきましては、車道、歩道合わせ

まして約７４５キロあります。これを１８０台の車

両で除雪作業を行っております。除雪機械等の老朽
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化が進んでいく中で、受託者の所有機械の更新がな

かなか進まない状況であるとともに、作業員も高齢

化等によりまして、業者の確保が困難な状況になり

つつあります。あわせて、消雪施設等の老朽化にも

対応が必要となってまいります。 

 基本方針ですが、計画的な除雪機械の更新と市の

保有機械の増強を行うとともに、県と連帯いたしま

して、国県市道の効率的な除雪方法等を検討するこ

と、それから、きめ細やかに気象情報を提供するこ

とによって、業者の待機回数を減らすなどの負担軽

減を図ることで、受託業者の確保を図ってまいりた

いというふうに思っております。 

 今年度の予定といたしまして、概要に記載してお

りますが、除雪対策といたしまして、１番目の除雪

機械の更新、これにつきましては、今年度は２台の

機械の更新を予定しております。まず、日高地域で

４トン級の除雪ドーザーの増強、これを１台、それ

から城崎地域につきましては２トン級の除雪トラ

ックの更新１台、これを予定しております。また、

消雪施設の更新につきましては、城崎の湯島地内の

市道一の湯松崎線ほか、消雪施設の修繕ということ

で、これは昨年度からの引き続きの消雪施設の修繕

となっております。あわせまして、この消雪施設に

つながっております揚水ポンプ、この更新工事も今

年度予定をしております。その下ですが、豊岡地域

の市道大篠岡駄坂線の消雪施設の修繕工事、これに

つきましても、昨年度からの引き続きの工事となっ

ております。それから、最後ですが、竹野地域の市

道上町賀島公園線ほか、消雪ノズル交換、これにつ

きましても、昨年度に引き続きまして消雪のノズル

の交換をする予定としております。 

 私からは以上です。 

○委員長（足田 仁司） 北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 私のほうからは、円山

川水系河川整備事業の推進についてご説明いたし

ます。 

 ７ページをご欄ください。現況と課題、基本方針

ですが、２０１３年度から円山川水系河川整備計画

を基に、河川整備事業が実施されております。市は

計画で示された実施内容の事業推進を図るため、国、

県並びに関係機関との連携を一層強化し、用地買収

の協力や地元調整に最大限の支援をいたします。ま

た、事業の早期完了を目指し、積極的に国や与党政

党等への要望活動を行います。 

 概要ですが、まず、国の円山川河川整備事業関連

の予算としまして、２０２０年度の補正予算額２６

億円、２０２１年度当初予算額２６億円、合計５２

億円が計上をされております。 

 ２０２１年度の整備内容ですが、１つ目としまし

て、無堤防地区の解消として、瀬戸・津居山地区で

は引き続き整備案の検討を国が主体となって行っ

ております。また、ひのそほか地区ではパラペット

樋門上屋の設置、来日橋かけかえ工事を継続して実

施されております。なお、橋梁上部工は既に発注が

されております。鶴岡・日置地区では、向日置地区

で向日置橋の下部工事、それから堤防整備工事が継

続して実施されております。鶴岡区の多田野谷地区

では、用地買収を継続して実施されます。日高地区

では築堤工事を継続して実査されます。 

 ２つ目、中郷遊水地の整備でございます。下池に

ついては、昨年に引き続き掘削、築堤工事が継続し

て実施されております。上池についても継続して用

地買収を実施し、新たに掘削、築堤工事が実施され

ます。 

 ３つ目です。堤防裏のり尻補強工事でございます。

円山川と奈佐川、出石川で継続して実施されており

ます。 

 ８ページをご覧ください。要望活動ですが、近畿

直轄河川治水期成同盟会連合会で国交省、財務省に

要望を予定しております。 

 その他としまして、国交省は、水災害リスクの増

大に備えるため、円山川水系でも円山川流域治水協

議会を立ち上げ、流域全体で緊急的に実施する流域

治水プロジェクトを策定しております。３月３０日

に公表されておりますので、お手元に今日、参考資

料としてお配りしておりますので、ご確認をくださ

い。 

 以上で建設課の説明を終わります。 
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○委員長（足田 仁司） 次に、上下水道部下水道課

お願いします。 

 堀田参事、どうぞ。 

○下水道課参事（堀田 政司） 下水道課からは１件

です。雨水整備事業として説明させていただきます。 

 ９ページをご覧ください。現況と課題、基本方針

につきましては、これは前年度と同じ内容ですけど

も、雨水整備は現在、雨水幹線３９．４キロメート

ルの計画に対し、１５．０キロメートルの整備を終

えているところです。整備率は約３８％となってお

り、今後もさらに水に強いまちづくりをつくる方針

で取り組んでいきたいというふうに思っておりま

す。 

 概要ですけども、２０２１年度の事業としまして

は、福田排水区の福田地区での内水対策として、山

田川雨水幹線整備事業を、前年度から工事を着手し

ておりまして、約３年間で総延長１，０００メート

ルの整備を行うこととしております。２０２１年度

は約２３６メートルを施工することといたしてお

ります。 

 １０ページに、下水道課の説明資料として位置図

を添付しておりますので、ご清覧をお願いします。 

 下水道課からは以上です。 

○委員長（足田 仁司） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか、特にないですか。 

 それでは、ないようですので、事務概要に……（発

言する者あり） 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） せっかくお集まりですので、

まず、ちょっと、じゃあ、今は簡単にお答えいただ

いたら、継続分もありますので。 

 一つは、防災マップの関係です。８月に全戸にわ

たるように準備を進めていただいてます。普及の仕

方がコミュニティのワークショップ、また出前講座

というふうなことになってます。これはやはり地域

の高齢化、どんどん進んでいます。それとまた、あ

る地域ではやっぱり賃貸のアパート、分からない、

地域の地勢とか地形とか、内水、治水の状況の分か

らない若い方っていうのもたくさん移り住むとい

いますか。言い方悪いですけども、そういう中で、

例えば個人ごとの、特にマイ避難カード、変な意味

でなく、私の地区を見ますと、世帯数が５００世帯

です。アパートが２３０世帯、その中で高齢者は１

７０名、そのうちの５０世帯が独居です。どういう

ふうに安全に避難させるか、マイカードをどのよう

に独居の５０名、また、１７０名の高齢者の所帯に

一人一人どのタイミングで、言われた、いつ、どこ

に、どのように、誰とというふうなことをね、非常

にこれ、自治会の地元だけでは非常に困難かなとい

う思いはします。 

 その辺の関係で例えば福祉職場、つまり、災害弱

者イコール、どうしてもそういう福祉的な、言わば

行政の関わりの多い、例えばそれぞれの地区での施

設、デイサービスとかいろんなところに活動されて

ますけども、そういう取組ですね。いかにまず高齢

者の方に行き渡る、やはり自覚を持っていただくと

いうふうな手厚い、手厚いっていったら、やっぱり

命に関わることですから、そういうことはどうかと

いうのが１点と。 

 もう一つは、本当に若い方たちですね、来られて

何もこう、平成１６年２３号の決壊、浸水、全くこ

こは経験されてない方たちの、その辺のところの危

機感を持っていただく、そういう普及の仕方、これ

をお尋ねしたいと思っています。 

 それと次に、これも雪害対策です。これは、あく

までも市は除雪というふうなことになってます。と

ころが、やっぱり今回、今年経験しましたのは、や

はり除雪ができた、できないというよりも、むしろ

雪害の、例えば倒木等。それも市道、県道等、やは

り隣接する山地の人工林、いや、管理のできてない

人工林といいますか、それとかトンネルでしたら明

かり部の、上からの竹とか、そういう個人の土地に

係る、そういうものが電線を切断したりとか道路に

倒れてできないと。こういうことについても、やは

り雪害というのは、除雪じゃなくて雪に関する災害

ですので、その辺の対応をどのように考えていくの

かというふうなことがあると思います。 

 それと最後、川の関係です。一番ここを期待しま
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すのは、これは８ページですか、やはり流域治水と

いう、新たな、言わばフレーズに国が本腰を上げて

やっていく。我々、防災の特別委員会も河川の系統、

系列、その中での、どのように水が円山川本川に流

れていくかというのを現場見ていったわけですけ

ども。そういう、まだこの流域プロジェクトが始ま

って策定云々ということですけども、これも実施と

いうんか、もう少してこ入れするようなこともたく

さんあると思ってますけども、これについての所管、

担当課で、これで一番、円山川の最下流域にある豊

岡市といいますか、この辺でどのようにこのプロジ

ェクトの内容についての評価といいますか、どう思

っておられるのか、この辺をちょっとお尋ねすると。

以上です。 

○委員長（足田 仁司） 何点かありました。 

 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 私のほうからは防災マッ

プ等の啓発についてということで、高齢者の方だっ

たり、独居の方だったり、あと、若い世代の啓発と

いうことなんですけども、議員おっしゃられるよう

に、なかなか出前講座とかワークショップっていっ

たら、来た人はしっかりと学んで帰ってこられて、

その方々がどの程度、啓発を地域に広めていただく

かという期待に負うところが非常に大きいんです。

ですけども、まずそういった方々をしっかり、イン

フルエンサーといいましょうか、そういう啓発の先

駆者みたいな形で取り組んでいただくという意識

を持ってもらう、女性とかもひっくるめて満遍なく

持っていただくというのが一つございます。 

 ただ、ご指摘のとおり、そういった高齢者の方と

かってなると、どうしても難しい面がございます。

市の、防災課のほうでは毎月か２か月かに１回、定

例的に健康福祉のほうでやってますケアマネ連絡

会、１００人ほど、今ちょっとコロナの関係でどう

いうやり方をされてるかは分からんとこもあるん

ですけども、そういったケアマネジャーさんが集ま

る連絡会議っていうのが定期的に開かれてまして、

そういった場に、特にご高齢の方だったりとか、そ

ういった独居の方、それから支援者はおるんだけど、

遠方におられてちょっと支援が行きづらいみたい

な方々については、そのケアマネさんのほうからそ

の方の、本人はさすがになかなか理解が難しいなと

いう方もおられると思いますので、例えばご家族だ

ったり、いわゆる連絡を取るっていう緊急連絡先の

方だったりとか、そういった方々に対して、いざと

なったら、こういうような逃げ方をしていただくよ

うに市から求められてるんだみたいな話もしてい

ただきつつ、取り組んでまいりたいなというのが一

つございますし、もう既に、そんな毎月ではないん

ですけども、定期的に出水期前に１回、必ずケアマ

ネ連絡会のほうにお邪魔させていただいて、こうい

うような取組を始めますとか、こういうマップがで

きましたっていうようなことの説明なり啓発のお

願いというのはさせていただいておるところでご

ざいますが、残念ながら、まだ、その結果、じゃあ、

その方々がどのような啓発をしてくださってるの

かまでのちょっと把握はできてないので、その辺り

もイメージしつつ、取組をしたいなというふうに考

えてます。 

 それから、あとアパートの方とか若い方というの

は、やはり幾ら言っても、これは一般の方にもよる

かもしれませんけども、興味のない方は何ぼ言って

も興味がないということです。逃げろと言っても、

逃げない方は逃げないというところがございます。

実際、そういうこともあると思います。ですので、

例えばマイ避難カードだったり、防災マップという

のは、いわゆる紙媒体だけではなくて、例えばひょ

うご防災ネットのアプリとか、そういったもので実

はマイ避難カードがつくれるようになってます。私

も、マイ避難カードは紙のほうじゃなくてアプリの

ほうでつくってるみたいなこともありますので、そ

の方々の、その層が興味を持つような媒体を使って、

啓発を粘り強くしていく。それからまた移動して、

引っ越して来られた方とかっていうのは必ず防災

行政無線を設置してっていうようなこともしてお

りますので、そういった防災行政無線であったり、

ホームページであったり等でアプローチをしてい

きたいなというふうに考えております。 
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 防災マップの件については、私のほうから説明さ

せていただきました。 

○委員長（足田 仁司） 一通り答弁。 

○委員（浅田  徹） どういうふうに。 

○委員長（足田 仁司） 一通り答弁お願いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 私のほうからは除雪の関

係で答弁させていただきます。 

 市道管理の観点からちょっと答弁させていただ

きますと、当然、降雪期に限らず、市道については

定期的にパトロールさせていただきまして、当然、

市道のり面であれば、倒木、木が倒れそうなもので

あれば、市として処理はさせていただきますし、既

に道路にかかってるとかっていうことで交通に支

障のある場合であれば、民地であっても応急的に処

理はさせていただくようにしております。ただ、民

地ののり面で、現にまだ何も道路に影響がないとか

っていうようなことで倒れそうだとかっていう、明

らかに倒れそうだということがあれば、その所有者

の方に連絡して何とかっていうことはお願いする

というようなこともしておりますが、実際にそれ対

応、なかなかしていただけるということがないとい

うような状況にもあります。 

 この冬の降雪によりまして、特に１２月の中旬の

雪では倒木が電柱、電線にかかって、道路が寸断さ

れたとかっていうようなことがあったんですが、先

日も３月末に関西電力さんとも、いろいろとその辺

りのことも協議させていただきまして、関西電力さ

んにつきましては、基本的には事前に、倒れてきて

電線に引っかかりそうな木があれば、事前伐採とい

うことで所有者の方に了解を得て枝を払ったり、根

元から切ったりというふうにされているようです

し、いざ、また木が倒れてきて電線にかかってしま

って道路が寸断されて、例えばその先の除雪ができ

ないということがあれば、市としましても関西電力

さんと協力して、当然、電線が、線が生きてれば作

業はできませんので、撤去したりというような。そ

の辺りも電気が来てないとか来てるとかっていう

ことを判断していただけるような方を派遣してい

ただく中で、市のほうも、例えば倒木を処理をして、

除雪できるようにするというような作業を協力は

させていただくというような方向で今、関西電力さ

んとは協議をさせていただいているような状況で

す。 

 答弁は以上です。 

○委員長（足田 仁司） 北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 私のほうからは流域治

水プロジェクトについてお答えをさせていただき

ます。 

 流域治水プロジェクトっていうのは、おおむね５

年から１０年を１サイクルとして考えております。

先ほどちょっと資料をつけさせていただいておる

ということでお配りをさせていただいとるんです

けども、これは、あくまでもどの場所でどういうこ

とをするかっていう計画を図面に落としたもので

ございます。当然、１サイクルが１０年であります

ので、やはり長い期間の計画になってます。その中

では実際にやられたもの、そして見直しをするもの、

当然出てくると思います。あくまでもこれは長いサ

イクルですので、当然検証というものもしなくては

いけないと。検証するにはやっぱり流域ですので、

養父市、朝来市、それから豊岡市というようなこと

で円山川流域治水協議会というのが立ち上げられ

ておりますけども、そこで検証しながら、当然見直

しするものは見直ししていくというようなことで、

毎年のようにできたもの、できてないものっていう

のは検証していく必要があるのではないかなとい

うふうには考えております。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 答弁は終わりました。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 丁寧なお答え、ありがとうご

ざいます。特に防災関係、やはりいいものをつくっ

ていただいても、今、原田課長言われたように各自

治会に丸投げじゃなくて、今言われたようなことを

しっかり取り組んでいただきたいなという思いが

あります。今のところは、もう全市についてそのよ

うにお願いしたいなと思ってます。特に土砂災害、

今、簡易雨量計云々というのがあるわけですけども、
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やはりなかなかこれがやっぱり崖地の下に住んで

おられて、その辺の認識といいますんか、崩れれば

もう命を失う、建物そのものが崩壊してしまうとこ

ろがもうレッドゾーンになってますので、あわせて

その辺の、やはり早く逃げていただく、まあまあ、

経験的じゃなくて、その辺も、特にレッド地域につ

いてはお願いしたいなと思ってます。 

 それと、市道の雪害です。この春も、気づいたの

は国道４２６、戸辺羅山トンネル、東からトンネル

で病院に行くこのバイパス、これは今森高屋下陰線

の明かり部ですけどもね。山側も大規模に倒木、伐

採、特に竹、竹林があったと思うんですけども、あ

れは多分、個人山じゃないかなと思ってますけども、

もうかなり大規模な伐採が行われて、そういう対応

も既に主要な、これは国道ですけども、やられてお

られるのを見て、やっぱりそういう備えといいます

かね、こうトンネル、谷あいの狭所、峡平な雪が積

もりやすい、またたまりやすい、そういう箇所を、

やっぱり危険箇所の対応、これからも来年に備えて、

やっぱり個人の木一本でもなかなか難しい方もあ

るようでして、切ることですね。勝手に切っても、

非常に後でもめるということも聞いておりますの

で、その辺しっかり対応をお願いしたいなと思って

ます。 

 それと、今の流域治水です。これ、こういうこと

については、大きなこれからの展開を期待したいと

思ってます。ただ、県のほうが示してます総合治水

ということで考えれば、今回、これ、円山川流域と

いうふうなことですけども、やはり豊岡市にはもう

一本こう、国管理じゃなくても県管理の竹野川があ

ります。竹野川も去年、中流域、特に中竹野で地形

上、やはり勾配が変わる、それから大きく川が蛇行

する、下流ボトルネックというようなことで、ほと

んど中竹野地域については、避難所そのもの水没と

いうふうなことが、数字的には出ております。だか

ら、この辺は県のほうも含めて、これは、竹野振興

局の皆さんは地域の地勢、地区の状況をよく熟知し

ておられると思いますけど、やはりいち早くこうい

うことについても、しっかり逃げていただいたり、

ためる、流す、そういうものをやはり県管理ではあ

りますけども、強く具体的な、この円山川と併せて、

もう流域全体で考えるというふうな方向を、何とか

お願いをしておきたいと思います。 

 私のほうからは以上です。 

○委員長（足田 仁司） ほかにありませんか。（ど

うぞ」と呼ぶ者あり） 

 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） ２つお尋ねしたいんですけど

も、先ほど円山川水系の河川整備計画について説明

がありましたんですけども、事業期間が２０１３年

からおおむね２０年間というふうになってますけ

ども、半分ぐらい過ぎたわけですから、進捗率とい

いますんかね、これについて説明していただきたい

ことが一つと、もう一つは、堤防ののり尻の補強と

いうのがありましてね。それ、出石川見ますと、今、

全体的に非常に頑張っていただいて工事がもう進

んでるなと思うんですけど、そのことではないかと

思うんですけども、それの進捗状況というんか、一

斉にかかっておられるということがありますので、

非常にありがたいんですけども、これ、いつ頃完成

するんかなというのもまたありまして、先ほど初め

の説明もあったように、また台風、その他、今後、

自然災害もあるわけですので、そういったもので間

に合うというようなことであるのかどうか、その辺

について説明していただきたいと思います。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 全体の進捗率っていうの

はちょっと把握できておりませんけど、先ほどの無

堤防の事業とか中郷の遊水地、それぞれ事業がある

んですが、当然、例えば中郷の遊水地の事業であれ

ば一昨年度から始まって、今、下池掘削を進めてま

して、この後が上池になるということで、先ほども

説明しましたように、結構な予算もついております

ので、どんどん進捗していくんだろうなというふう

には思ってます。ちょっと率までは申し訳ありませ

ん。 

 あと、無堤防につきましても日高地区につきまし

ては、一部、江原のところが残ってるだけでほぼ完
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成しておりますし、ひのそにつきましても、パラペ

ットにつきましては、奈佐小橋から来日橋のところ

まで規定の、完成の高さまでできているというよう

な状況で、２０年間という長いスパンではあります

が、そんなに遅れてるというイメージは私も持って

おりませんし、順調に進んでおると思いますし、国

土強靱化の加速化計画ということで、今年度からま

た５か年で多くの予算もついておりますので、順調

に進んでいくというふうに考えております。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 大変長い期間の事業の、非常

に面積も広いし、対象地域も非常に多いんで、どこ

を優先するかについて、自分の地域をという、そん

なつもりはないんですけどね。ただ、毎年、台風が

やってくるわけですし、大水も来るわけですから、

皆さん心配しておられるという状況はあると思う

んです。そういった中で、こういう計画があるわけ

ですから、それがどの程度進捗しているのか、ある

いは順番的にはどうなのかというとこら辺は、国の

工事かもしらんけども、そっちに任せっきりで市の

ほうが把握してないということでは、これはあんま

り面白くないなと思うんですよ。ですから、今、国

がされている事業で、今日まではどこまで進んだか、

そしてこれからはどうなのかと。特に今年ですね、

新年度については、どういうところまで工事をしよ

うとしているかというのは、これは問合せをされた

り、現場見せていただく、説明いただくとかいうこ

とで把握できそうな気がするんですよ。把握したっ

て、全然じゃないけれども、把握されてないという

言い方では少しちょっと理解しにくいんですね、そ

れは。その辺、どうなのかなと。 

 それからもう一つは、特に私は出石に住んでいる

わけですし、大きな台風がありましたけども、そう

いったものを経験する中でね、堤防の強化って非常

に大事なことだなというふうに思ってます。しかし、

範囲も広いし、お金もかかるわけですから、そんな

に簡単にできるもんではないということも重々承

知はしてますけどね。例えば今、出石川の例をいえ

ば、一斉に本当にいろんなところで工事かかってま

すわ。大変ありがたいなと思ってますけどね。じゃ、

これの今の状況はどうなのか、完成はどうなのかい

うことについては、これは計画ですから、先になる

と思うんですよ、国交省のほうでは。それをやっぱ

り把握してもらわないと、それは国の工事やから、

そっちに任せたらいいっていうことではないと。地

域の人たちは、それはやっぱり期待と同時に心配も

しておられるわけですからね。少し、今の答えがで

きなければ後でよろしいから、ちょっと説明してい

ただきたいなと思います。 

 委員長、どうですか。今、説明ができないいうこ

とだったら。 

○委員長（足田 仁司） 何か説明できれば。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 率ということではちょっ

と把握というか、はさせていただいてないんですけ

ど、状況とかっていうのは、今年度とか今の状況と

いうのは把握はさせていただいているんですけど。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 把握されている、今、工事し

ておられるんで、具体的に今年はどういうところま

でするかということがですな、明らかでなかったら

工事進まへんと思うんですよ。そこも、そこまでや

っぱり教えてもらって、地域の人たちの安心感も持

ってもらわな困るんでね。ですから、やっぱりもう

少し把握をして、具体的にですな、今年はこういう

工事まで進みますとかということを言ってもらわ

ないと、ちょっとまずいと思うんですよ。今、答え

られなかったら後日でもよろしいから、皆さん、み

んな関係するわけですから、説明をしてもらいたい

と思う、どうでしょう。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 予算的な規模については

国のほうで今、先ほども言いましたように２６億円

ということで今年度ついとるんですけど、ちょっと

具体的にどの部分でどこまでというのは、まだこち

らも把握できていないというより、まだそこまで決

まってないというふうにちょっと聞いておるんで

す。公表はまたされるんですけど、まだ公表が具体
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的にどこの場所でどれだけというのがちょっと公

に公表されておりませんので、当然公表され次第、

この分については説明をさせていただく予定にし

ております。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 何回も繰り返して悪いけども、

分かった時点でよろしいんですよ。しかし、例えば

今、工事してる堤防のとこね、あれ、のり尻という

か、どういうんかちょっと分からんけども、そうい

う工事やってるんだから、それは何年計画でいつま

でに仕上げるかということは決まってると思うん

ですよ。毎年、工事のしかけのままで終わり、また

しかけのままでやると、そんなことはないと思う。

今、着工しとらんことでどうだろうか、これは例え

ば１年後あるいは２年後に完成するということな

のか、そこまではですよ。続きはまた先になるでし

ょうからね。それは、やっぱり把握しとってもらわ

にゃまずいんじゃないかと思うんですけどね。それ

は分かりませんか。分からなかったら聞いていただ

いて、また後で。 

○委員（浅田  徹） 議事進行、よろしいですか、

ちょっと休憩、暫時……。 

○委員長（足田 仁司） 暫時休憩。 

午前１０時１５分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１８分再開 

○委員長（足田 仁司） 会議再開します。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 出石川で今、工事、裏の

り尻させていただいてる部分については、今年の出

水期までには、６月までには終わるというふうに聞

いております。（呼ぶ者あり）はい。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 今年ということで聞きました

んで、浅田さんの話もあったんですけども、それが

一つ分かった。ただ、引き続き工事はいろいろなか

かっていただいておられるのはあると思うんです

からね、そういったことについてやっぱり国として

の計画いうのがあると思うんですよ。ですから、そ

ういったものについてやっぱりよく把握をしてで

すな、できれば資料として、計画年度決まっとるん

でしょう、これね。どうでしたかな、ああ、２０１

３年からおおむね２０年間ということですからね、

２６億円ずつの予算がつきました。そうすると、今

後どうなるかということについても、やっぱり地域

の方々はそれぞれに期待しておられる、待っておら

れるわけですから、しっかり把握をしてですな、そ

の点についてもこの委員会でも報告をしていただ

き、資料も頂ければと私は思っております。要望と

しておきますけど、ひとつよろしく頼みます。説明

があったら、ひとつお願いしたい。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 言われましたように、こ

ちらも把握させていただきまして、当然、国のほう

としても出せる情報ということで確認させていた

だいて、計画があれば、当然、今年度の予定だとか

っていうのは説明させていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

○委員（奥村 忠俊） しっかりお願いします。 

○委員長（足田 仁司） そのほか。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 河本部長も少ししゃべりたい

んかなと思って、うずうずしとるんとちゃうんかな

と思いながら見ておりました。 

 今度は円山川の下流域のほうにちょっと話を替

えさせてもらいます。特に豊岡港線の左岸のほうな

んだけども、やはりかなり時間がかかって、時期も

かかって、かなりの大きな工事なので、大変だなと

いうとこら辺はよく分かってるし、それから地域の

皆さんも忍耐強いのか、何も言ってこられないんか、

私のところにはあまりお聞きはしないんだけども、

苦情らしいことはね。 

 ただ、今、奥村さん言いなったように、一体いつ

完成するのかなというとこら辺が。当初いろいろと

部分部分で説明は聞いてはおるんだけれども、なか

なか進捗率までは言わないんで、そこまでは言わな

いけれど、一体、本当にいつ完成するのかなってい

うとこら辺がまだまだちょっと私自身もよく分か
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んない。来日が終わっても完成品ではなくて、あそ

このね、入り口が終わったところでも完成品ではな

くて、まだまだ穴が空いてるところが幾つかありま

すね、築堤でね。ああいうとこら辺も事情はよく聞

いてはいるんだけれども、一体全体、本当にどうな

っていくのかな、どうしていっているんかなってい

うとこら辺が分かんない。言うに言えないこともあ

るんだろうし、事情もあるから、あんまり地域で騒

ぎ立てることもいかがなものだと思うんだけども、

地域の皆さんが協力できるようなことは協力して

いただけるような体制づくりも大切なのかなとい

うふうに思うんですよね。何もかも国だ県だってい

うところ、市だっていうところにお任せじゃなくて

ね。 

 だから、ある程度のときに来たときには、じゃあ、

地域の皆さん、地区の皆さん、そういったところも

やっぱりご協力をいただけるところは、もうちょっ

とそういうふうなことを、ちょっと胸襟を開いてや

るっていうことも大切なことではないのかなとい

うふうに思うんだけど、ちょっとぼやっとしたよう

な質問になっちゃって申し訳ないけど、一体全体、

豊岡港線はいつ完成するんですかっていうことと、

目標は掲げてもらうことは構わないと思うんで、目

標は結構勇気っていうか、我々からすると、すごく

それは安心感が出てくるので、それをまず簡単に説

明していただいても結構ですから、ちょっといかが

ですか。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今、ひのそほか地区、下

流域については来日のところを工事されているん

ですけど、来日橋の橋梁の両岸の下部工、今できて

ます。その辺りも地下の状況等によって、工事が遅

れたということもちょっと聞いております。実は、

この地域への説明っていうのを１月ぐらいにちょ

っと、あの辺り、城崎地区の下流域のほうでしよう

ということで計画してたんですけども、新型コロナ

の関係もあったりをして、ちょっと延び延びになっ

てまして、この４月以降、再度日程を調整して、地

域には国、それから市も一緒に入ってどういう状況

かということや、どこまで説明されるか、なかなか

完成時期まで国のほうはなかなか言われませんの

で、どの程度説明されるのか分かりませんけど、地

域には一度入って状況の説明はする予定には今し

ております。以上です。 

○委員長（足田 仁司） よろしいですか。 

○委員（椿野 仁司） 把握しているところは、じゃ

あ、例えばあと１０年後に完成するのか、５年後に

完成するのかって、そんなこともまだまだ言えるよ

うな状況ではないってこと。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 具体的に何年に完成する

っていうのは、国のほうはちょっと言われないので、

こちらもちょっと何年に完成しますはということ

はちょっと言えないです。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） まあまあ、特定のところの、

特定の場所のことを言ってもあれなのか分からな

いけれども、多分、私の記憶だと三、四年ぐらい前

に、四、五年ぐらいはかかりますっていって言われ

たことが、もうそろそろタイムリミットが来るので

はないのかなというふうに思うんだけど、そういう

こともちゃんと地域に説明はしてると思うんだけ

ど、円山川下流域におられる方に、全てにそれが把

握ができてるかっていうのはちょっと分からない

んだけど、でも、結構のやっぱり交通量だからね。

うん、だから、皆さん、それはやっぱりいいものを

造ってもらうと思って、皆さん協力してもらってく

れてると思うんだけども、この辺がある程度のめど

がついたときに、大体あと３年後には完成を予定を

してますよとか、あと５年っていうふうなこともい

うのは、何かある程度の機会にはやっていただきた

いなというふうに思うんです。 

 それで、さっき言っとった穴が空いてる、穴が空

いてるっていう、要するに築堤ができてないところ

だとか、こういうところも部分部分。それから、道

路がやっぱり上がったり、下がったりってっていう

ところがあって、じゃあ、あれはどこまで上がるん

ですか、どこまで下がるんですか、どこから平地に
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なるんですかって、この辺のところも全く現状とし

ては、分かってる人はほとんど少ないんではないの

かなというふうに思うんですよ。だから、必要以上

に知らせる必要はないと私は思いますよ、下手に混

乱するだけだから。だけど、その辺はうまく調整を

してやっていただきたいなというふうに思ってま

す。 

 それから、一つ希望を言わせてもらえるなら、前

からずっと言ってるんだけど、せっかく左岸の道路

をずっとよくしていって、パラペット築堤を造って

いって、かさ上げをしていくっていうこともあるん

だけども、ＪＲとの関係のところがあるんで、なか

なかＪＲと話がうまくいってるのかいってないの

か、僕には分かんないんだけど、ひのその辺りがず

っと今の、何ていうの、電柱がかなり県道側に出て

きてるわけですよ。あそこ、すごいたくさん事故が

今まであって、皆さんも走っておられると分かるけ

れども、大型が来ると、ちょっとくっとブレーキ踏

まざるを得ないというのは、たくさんあの辺に箇所

がある。ああいうところは、今度の整備計画で、整

備に関して、道路環境をよくするための、何かそう

いった計画は持ち合わせているのか持ち合わせて

いないのか、それは今、そこは今日初めて聞きまし

たっていうことなのか、その辺はいかがですか。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 道路計画については、当

然かさ上げをさせていただいて、車に乗ってても川

が見えるぐらいの高さにということは聞いており

ますが、線形的なことについては、ちょっと最終的

にどうかということについては、聞いてないという

のが状況です。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） そしたらね、これは警察にも

言うとることなんだけど、再度、もう一度、いろん

なところからご意見言わせてもらいますから、そう

いったＪＲの敷地、そして道路等々の関係もあるの

はちょっとね。その辺はやっぱり道路環境をよくす

るということであれば、こういうときにしかできな

いんで、ぜひともそれは課長、頭に入れておいても

らって、現場も見てもらったら分かるから、それは

分かっておられると思いますし、分かるはずですか

ら、その辺はよくこれから対応していただきたいと

いうふうに思います。以上です。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私からは雪害の対策のことに

ついて少し、建設、それから振興局の関係もありま

すけれども、聞かせていただきます。消防も関係が

あるんですけどもね。 

 一つには、冬期は済みましたんで、これからいい

時期になってありがたいんですけども、この概要で

除雪のどうだとか、あるいは消雪の更新とか、これ

はハード面の整備ということで、ぜひ力強くやって

いただきたいと思っておるとこですけれども、除雪

の体制ですね。というのは、私、遠方通勤をしてお

りまして、まず市道から県道あるいは国道、そして

市道、豊岡まで３０キロ。一つには北但に去年から

行き出しまして、北但行政の、それでちょうど４０

キロあるんです。雪が降る日に移動すると、大体こ

んな感じで私の家が例えば５０センとしますよね、

５０セン、出石方面に向かって行って例えば５０セ

ン、４０セン、３０セン、２０セン、ほんでまた３

０セン、４０センとこう増えてきます、こういう山。

あるいはまた但東からでしたら、北但に行くときな

んかは５０セン、６０セン、７０セン、これ４２６

のほうに、久美浜から行けるようになって。５０、

６０、７０、それからまた５０、３０、２０、浜の

ほうは少なくなって。また４０、５０というふうな

感じで。相当この広範囲な市域で積雪の差があるの

は、ご承知なんでしょうけれども。 

 そこで一つ除雪の運用、市道、県道、国道、その

今のオペレーターの不足とか高齢化ということが、

それはよく分かってはおるんですけれども、除雪の

時間の打合せなんかは国県市としてどういうふう

にされてるのか。それは振興局も含めてですけども、

この辺のことがハードだけじゃなくて、ソフト、運

用面についても非常に重要なんだろうなという気

がしておりまして、それが夜間なんかは、より、や
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はり問題が起きるなというふうに見ておりまして

ね。その辺のまず運用体制は、今申し上げた国県市

とどういうふうにされてるんか、あるいは振興局も

含めてね、それは但東振興局だけじゃなくて、特に

日高なんかも大いに影響するんだろうし、竹野も影

響があるんでしょうし、その辺のことはどうなんで

しょうか、都市整備としては、まず、都市整備とし

て。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 市道の除雪につきまして

は、現在、豊岡市内で９４の業者に委託して除雪を

していただいてます。午前３時ぐらいの積雪深が１

０センチ以上になれば、１０センチ以上で今後さら

に降雪が予想される。おおむね４時以降に積雪深１

５センチ以上が予想される場合については、４時ぐ

らいから通勤の時間帯の午前８時半までぐらいに

除雪作業を終えるようにということで、除雪を業者

には委託をしております。実際、業者も何路線か除

雪してますんで、県と市の業者で調整とかっていう

ことっていうのは、実際はしていないというふうに

思っております。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 今、調整は全くなしなのか、

調整っちゅうのは。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） すみません。ちょっと訂

正させていただきます。除雪会議というので一応、

例えば市は、どこの業者がここの路線をしますとか

っていうことは、そういう程度の調整は検討はさせ

ていただいてます。以上です。 

○委員（福田 嗣久） そしたら、運用についての調

整はあんまりされてないっていうことですか、県と、

まず県でしょうけども。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） そうです。県もこの路線

についてはどこの業者、市はここはどこの業者とい

うことで、当然どちらも４時ぐらいに出られると思

いますんで、細かい調整っていうのは、業者同士で

もしかしたらされてるかも分かりません。ちょっと

そこまでは把握できてないというのはあります。 

○委員（福田 嗣久） それじゃあ、振興局のほうで、

除雪対応についての場所と時間と、その辺りの県の

関係もあるけども、その辺は多少、調整されるんで

すか、振興局のほうは、例えば日高とか但東は特に

雪が多いとこですけれども。 

○委員長（足田 仁司） 小谷局長。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高の振興局として

は、特に調整をするっていうことはしてないです。

本庁サイドの取決めを守っていただくということ

で、ただ、日高の場合は神鍋地域がありますので、

業者である程度判断をしながら、日中でも除雪をし

ていただいてる状況です。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 但東も同じようなもんですか。 

○委員長（足田 仁司） 大石課長。 

○但東振興局地域振興課長（大石 英明） 但東振興

局管内におきましても、今、日高振興局からありま

したように、具体的な調整は市建設課の一本で動い

ております。ただ、地域によっては除雪の量が違い

ますので、住民の方から、たくさん降ってるので、

すぐに除雪来てほしいという要望がありましたら、

建設課のほうと協議しまして、調整して出ていただ

いてる、こういった状況になっております。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 大体分かりまして、本庁とい

うか、建設課のサイドの差配ということになると思

いますけれども、申し上げたいのは、相当、地域差

があって、ほんで、同じ地域でも本当に５０セン、

６０セン、７０セン、すぐ違ってくるということが

あって、見てますと、かなり遠方通勤が多いもんで

すから、その辺の差配がやっぱり振興局にも必要な

んじゃないかなという気が、体制として、そのよう

なことを感じておったんです。それで、本庁の権限

という話が今出ましたけども、ある程度この辺につ

いても、振興局のほうもしっかりと対応できるよう

な体制も、本庁と協議しながら必要があるんじゃな

いかなという気が、今年見て、しておりましたんで、

またこれからよく、今からはシーズンではございま

せんけども、シーズンじゃないときにしとかんと間

に合いませんので、その辺のことはやっぱり考えて
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いただきたいなというようなことを思っておりま

す。 

 長距離通勤だと、本当にここは３０センでもすぐ

５０セン、７０センになるような場合があります。

ほんで、特に私のほうから行くと、岩屋峠に向けて

非常に多いし、それから、久美浜方面に向けても非

常に多いし、福知山方面に向けても非常に多いとい

うことで、かなり地域差があるのは間違いないです

から。ほんで、車が動かなくなるっちゅうのは大体、

峠部で多いもんですからね、その辺のことが非常に

気になったりしております。ですから、その辺の調

整は、このシーズンオフですけども、よくしていっ

て、来期にも備えるということをしていただきたい

ということが一つと、もう一つは、消防に関係があ

るということを申し上げたのは、夜間の救急の、こ

れも広いとこで、高齢者の多いとこですと、非常に

夜間、手間取っておられるなという気もするんで、

雪のあるとき、夜間、進入の仕方が、その辺の対応

はどういうふうにされてるのか、あるいは状況を判

断される、その辺はどういうふうにされる、ちょっ

と聞かせていただきたいなと思って。 

○委員長（足田 仁司） 金納参事。 

○消防本部参事（金納 広行） 今、雪の対応という

ことで質問がありましたので、お答えさせてもらい

ます。 

 通常、救急、火災については、確かにたくさん雪

が降ると、活動がすごく困難となってます。あらか

じめ予想される場合には、救急の増員をして、除雪

とか搬送にマンパワーを充実させる対応を取って

おります。それでもう一つ、対応としましては、消

防隊も必要な場合は支援隊として出して、そこの、

もちろん救急車が行けなかったら運べませんので、

一旦遠いところで救急車を止めまして、人力で運ん

だり、そういったためにマンパワーを充実させるよ

うな体制を取っています。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 救急対応は非常に多いなとい

うふうに見ておりまして、そういった意味から除雪

の関係も、特に夜間の除雪はどうしても遅くなると。

時間的に遅く移動する人もあるし、夜間除雪、雪が

降り積もるのがすぐですから、夜間が、そのときの

救急の対応、大変だろうな思って見ておりましてね。

ですから、その辺も連携しながら必要はあるんだろ

うなということで、やっぱり広い市域を守っていこ

うと思えば、どうしても除雪体制っていうのは非常

に重要なウエートを占めておるというふうに思い

ますんで、先ほど建設課と振興局との連携もそうだ

し、それから消防との連携もそうだし、ある程度、

地場といいますか、その地域のことは地域でやるの

が一番分かりやすいですから、その辺のことをしっ

かりと連携いうような対応を取っていただきたい

なということをお願いして終わります。以上です。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、２点、建設課と

防災課のほうにちょっと確認をしたいことがあり

ます。 

 １点は、先ほど奥村議員の質問の回答の中で、日

高の無堤地区はほぼ完成したのかなというような

お答えをちらっと聞いたんですけど、それがまぁ、

いろいろな問題がめどがついたんかなということ

で、ちょっと安心する部分もあるんですけども、そ

の点について。 

 あと、防災のほうは、今のコロナの現状っていう

のは、割とそういう意味では１２月末でもどうかと

いうぐらいの、ほぼほぼ災害に近いような状況かな

と思うんですけども、その点について防災のほうと

してはどのように認識してるのか、この２点につい

てお願いします。 

○委員長（足田 仁司） 北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 私のほうからは、日高

地区の堤防の関係の質問がありましたので、お答え

をさせていただきます。 

 まず、鶴岡、日置ですけども、鶴岡のほうでは、

あと数名、まだ用地買収の調印ができてない方がお

られると。ただ、それもある程度、国から聞きます

と、もう調印できる状況にはなってきてるというこ

とで、早急に今後したいということを聞いてます。
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日置につきましても、お一人の方がまだされてない

ということで、一部、堤防のほうが、ちょっと１回

は切れとるところがございます。その分を今、用地

交渉をされてるということ聞いてます。日高地区で

すけども、議員ご存じのとおり、江原墓地のところ

約８０メーターが残ってるんですけども、この部分

につきましては、昭和５９年から墓地問題というこ

とでずっと懸案事項になっておりますけども、我々

が一番考えるのは、墓地は当然守らんならんですけ

ども、中に住んどる人の命、それから財産というも

んを一番に優先してやっぱり守らないけんという

ことで、国に昨年からずっとお願いをしとりまして、

とにかく暫定堤防でもいいからつけてくれという

ようなことを、国のほうに要求をしとります。昨年、

江原区のほうから国に対して要望書を提出してい

ただきまして、国は、今年の予算の中に暫定堤防を

造る費用と、それから当然、江原墓地も並行してや

っていきますので、その調査費用というのも予算化

をしていただいております。以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 防災監。 

○防災監（宮田  索） 私のほうからは、新型コロ

ナの関係についてお答えのほうをさせていただき

ます。 

 まず、年末から、それから年初めにかけての感染

者の状況なんですけども、やはり人の移動によって

年初め１月から２月にかけてかなり出ていた。その

中で、特に県のほうはクラスターとは言っていない

んですけれども、施設関係、それから公表されてる

んであれですけども、ＪＡさん関係、あれは市とし

てはクラスターではないかというふうには思って

いるんですけれども、保健所のほうがそれは認定す

るということなんで、県のほうは認定されていない、

そういった形でクラスター、特に施設関係で多くの

方が出たというふうなことでございます。 

 それから４月に入って少し出ている。こちらにつ

いても年度替わりというのか、人事異動を企業さん、

それから、いろんなところの人の移動によってやは

り出てくるということで、今出てきてるものについ

ては人の移動、４月だから多少出てもしようがない

なと思ってたら、案の定出てたというふうな形で、

やはり人の移動がこういったコロナの発生にかな

り大きく影響をしている。 

 コロナが発生したときには、防災行政無線で言っ

てますとおり、本当に人と話すときは必ずマスクを

するとか手洗いをしっかりするとか、換気をする、

そういった基本的な対策を取っていく、そういった

ところの漏れがないようにしていくということが

大事じゃないかなと思います。市役所の中でも、特

にトイレの便器の蓋を閉めずに流されている方が

結構あるので、見つけたら閉めてもらってるという

ふうな状況です。 

 引き続き、皆さんも感染症対策のほうの基本的な

ことをしっかりやっていただいたら、何とか押さえ

込めていくんではないかなというふうに考えてお

ります。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そうですね、まず、無堤地区

の関係なんですけども、本当にちょっとずつちょっ

とずつの進み方だと思いますし、特に個人情報が非

常に多いということもあるんで、なかなか周りに触

れて回るということもできないんですけども、そう

いう意味では、周りの方たちも非常に気になってお

られる方はたくさんおられます。ちょっとずつ進ん

でるようですよと、私のほうはお答えはさせてもら

ってるんですけども、何分やはり形が見えてき出す

と、ああ、そうだっていうふうにも思われますし、

その先にまだいろいろと関連してつながってくる

事業というのもありますので、この部分も先ほど幾

つか出てるんです、国とか県とかとうまく連携しな

がら、しっかり進めていただきたいと思います。 

 コロナ対策のほうなんですけども、逆に言えば、

今、一番多分出てる時期だと思いますし、特に新し

い新型の部分というか、若い子供たちにもかかって

しまうというものが今出てる。その中で、特に子供

たちは、何ですかね、ワクチン接種ができないとい

うこともありますから、やはりその部分っていうの

は今まで以上に、むしろしっかりしていかなければ

ならないんじゃないかなと思います。特に予防接種
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が、これは世界中から見ても日本は非常に遅れてる

という状況もありますし、なかなか豊岡のほうでは

まだ始まっていないんですけども、そういう意味じ

ゃ予行演習をしたりとかっていうことをされてい

るのかどうかっていう情報も聞いてないんですけ

ども、しっかりそういうことも市民に伝えていきな

がら、やはりしっかりと順番に受けてもらうという

ことも進めていただきたいと思いますし、改めて、

豊岡のほうは恐らく出ると病院のほうもすぐにい

っぱいになってしまうと。前回もたしか十数人かが、

病床数は空きがあるんですけども、それだけ入院さ

れた時点で、病院としては、もうほぼほぼ機能でき

ないというようなこともありました。そこは、やは

り改めてしっかりと認識してもらって、やっていた

だきたいと思うんですけども、逆に言えば、今の防

災の中に、このコロナという言葉が実は入ってない

んですよね。そういう意味では、やはりこういう感

染症対策っていうのも中としては考えていく必要

があるのかなと思うんですけど、その点、再度お尋

ねするんですけど、いかがですかね。 

○委員長（足田 仁司） 防災監。 

○防災監（宮田  索） 今日の資料の中にはコロナ

のことは入っていないんですけれども、当然、災害

とコロナ、両方について対応していかなければいけ

ないなということで、健康福祉部のほうと調整をし

ながら庁内の、庁内といいますか、市全体のコロナ

対策のほうは進めていきたいというふうに考えて

おります。 

 あとそれから、ちょっと日にちは忘れたんですけ

れども、ワクチンの打つための予行演習といいます

か、訓練については近々するというふうに聞いてお

りますので、そちらの広報のほうをしっかりするよ

うに、健康福祉部のほうにもお伝えをしていきたい

と思います。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 本当にその点、しっかりして

いただきたいと思います。 

 もう１点、今回、コロナが割と市内でぱらぱらと

出てるっていう話の中で、やはり春休み中に都会か

ら帰ってこられるお宅っていうところが、一つの気

になってるというような話をお聞きしました。そう

いう意味では、これからゴールデンウイークという

ところで、人の動きが非常に増えてくるタイミング

というのがあります。その点でもしっかりと市民の

人に注意勧告するなり、周りの人の意識を高めるた

めの取組というのをしていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。

 ないようです。 

 ちょっと私から２点お願いしたいのは、一つは、

先ほどから出てます、奥村委員や清水委員からもあ

りました、それから福田委員からもあったと思いま

すが、あっ、椿野委員も、全員共通してるのは、例

えば国県の事業について現場は動いてるのに何を

いつまでやるんか、よう分からんと。だから、議員

という立場もあるし、この委員会という立場からし

ても、住民から尋ねられても、いや、聞いてないで、

知らんでってしか言いようがないのは、ちょっとい

かにも情けないので、国や県がどこまで出してくれ

るか分かりませんが、情報を、全部が全部は無理だ

と思います。厳選したもので結構ですので、情報提

供は的確なものをお願いしたいなというのが一つ

と、あと、個人的といいますか、前にもちょっとお

願いしたんですけど、除雪で国道、県道の除雪と市

道が交差する交差点、除雪の跡が直角に残るので、

非常に狭く感じて車が曲がりにくい。あそこの隅切

りを、どっちの業者がするんかっていうようなこと

もぜひ検討いただいて、通行がしやすいような仕上

がりになるようにお願いしたいなと思っておりま

すので、ぜひ検討をお願いしたいと思います。 

 それと、せっかくの機会ですので、今日５つの振

興局から来ていただいています。防災に関すること

で、これだけはちょっと知っといてほしいなとかい

うようなお話があれば、うちの地域はこんな課題と

かテーマがあるんだというようなことがあれば、お

聞きしたいなと思いますけど、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。また次回も尋ねるかも分かりま

せんので、またいろいろと……（「用意しとくよう
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に」と呼ぶ者あり）地元の情報、先ほど言いました

情報の提供というのは、本庁とあと振興局、この間

も情報を密にしといていただかないと、振興局行っ

ても、それは本庁で聞いてくれということが多々あ

りますので、どこまで出せるかは難しいかも分かり

ませんが、ぜひ可能な限り、振興局にも、いろんな

事業等もつないどいていただけたらなと思います。 

○委員（椿野 仁司） 一つはね、いいですか、委員

長。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 一つの例とすれば、例えば城

崎なんかは港の地域も含まれるわけでね。そうする

と今、防災の関係でいくと、高潮対策、それから今

の港地区の築堤の問題、こういうところはまだ課題

になったままで、高潮については対策も、道路のか

さ上げもしてもらったところもあるし、だけど、や

はり築堤に至ってはまだまだ本当にどうなるんだ

っていうとこら辺がある。この辺もやっぱり振興局

も把握して、本庁との連携をうまくやってもらいた

いなという、その辺ですけど。よくお分かりだから、

私が言う必要ないかも分からんけど、そんなところ

をずっと各振興局は、それぞれ、この自分たちの地

域の環境に応じたいろんな防災で問題、課題は持っ

ておられると思うから、今度のときまでにぜひ出し

てきていただきたいいうところです。 

○委員長（足田 仁司） よろしいですか。 

○委員（椿野 仁司） はい、いいです。 

○委員長（足田 仁司） ほかに。 

 特になければ、事務概要については、この程度で

とどめておきたいと思います。 

 以上で当局職員の方は退席いただいて結構です。

お疲れさまです。ご苦労さまでした。 

 暫時休憩します。再開を、どうしましょう、１０

分ぐらいにしましょうか。１１時再開。 

午前１０時５０分休憩 

──────────────────── 

午前１１時００分再開 

○委員長（足田 仁司） それでは、休憩前に引き続

き会議を再開いたします。 

 次に、（２）その他ということですが、従来であ

りますと管外行政視察について協議を行うところ

ですが、現在も感染拡大が止まらない新型コロナウ

イルスの関係で視察が難しい状況です。今後の状況

を踏まえて、今年度実施の検討をしていくこととし

てよろしいでしょうか。よろしいですか。（「はい」

「もう仕方がないと思います」と呼ぶ者あり） 

 また、３月に実施しました管内行政視察の充実を

図るなど、ご意見をいただきたいと思います。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（足田 仁司） どうぞ、椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） この間、視察をしました。私

もそうですけど、こういうところを視察をしたいっ

ていうことで申し上げた、幾つか忘れてしまいまし

たけど、どこだか。ちょっとまだ残してるところが

あるんだよね、まだ。（「あります、はい」と呼ぶ

者あり）だから、そういうところを一度拾い上げて

いただいて、正副委員長のほうでご検討いただいて、

また時期を見て、管内視察はお願いをいたしたいと

思います。 

○委員（奥村 忠俊） ちょっとよろしいですか。 

○委員長（足田 仁司） はい。 

○委員（奥村 忠俊） 確かにできるだけ。よろしい

か。今、椿野さん言いんさったとおりなんですけど

も、できるだけ広範囲によく市内を見せていただき

たいなと思うんですわ。ぜひ、よく検討していただ

いて、現場いいますかね、よく見させていただくい

うことについてよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

○事務局主査（伊藤八千代） すみません、１点確認

なんですけど、いいですか。 

○委員長（足田 仁司） はい。 

○事務局主査（伊藤八千代） 管内視察の関係なんで

すけども、例えば６月の特別委員会の日の半日を使

うんではなくって、前回と同じように例えば１日と

かっていう考え方でよろしいですか。（「はいはい」

と呼ぶ者あり） 

 ６月の特別委員会は、特別委員会で当局からの説

明を受けるというような形で。（「うん」と呼ぶ者
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あり）じゃ、また正副と調整させていただきたいと

思います。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 何も伊藤さん、委員会に充て

られた日でなくたって、別にまた行けるような状況

になれば、その日に日にちを追加したっていいんで

すよ、それはだけん。もう何せここは広いんだから、

ようけ見に行くとこある。 

○委員長（足田 仁司） 前回見た範囲では、一応区

域としては、何か市域の半分近いとこを見たような

気もするんですけど、厳密に言えば、もっともっと

支流があって、もっと谷があってという状況ですし、

水系としたらね。 

○委員（椿野 仁司） どこまでリクエストしたかな。 

○事務局主査（伊藤八千代） 城崎のほうがまだ。 

○委員（椿野 仁司） 円山川の水系の下流域だとか、

あっちもあるし。 

○委員長（足田 仁司） あとは竹野川の流域が全く

まだね。 

○事務局主査（伊藤八千代） 竹野のほうとかですね、

はい。 

○委員長（足田 仁司） それと、日高。 

○事務局主査（伊藤八千代） 日高も見てないですね。 

○委員長（足田 仁司） 神鍋とか三方とか。 

○委員（浅田 徹） 全然見てない。 

○委員長（足田 仁司） はい、全然見てないんで。 

○委員（浅田 徹） 稲葉川流域、それから八代川の

ほうです。 

○委員長（足田 仁司） はい。 

○委員（清水  寛） 川だけじゃない、山もありま

すから。冬でようけ倒木があっていう話があって見

たことがないんですけどね。 

○委員（椿野 仁司） だから、できたら振興局とも

連携取ってもらって、本庁っていうか、こちら側ば

っかりじゃなくて、さっき委員長が言われたように、

ちょっと振興局で何か問題や課題がある。さっき言

いましたように、その辺をちょっと掘り起こしても

らって、こんなとこも実は見てもらいたいんですわ

っていうものがあったら、リクエストされたらどう

ですか。（発言する者あり）はい。 

○委員長（足田 仁司） そうしましたら、次回管内

視察を日程的にはまだ未確定ですけども、考え方と

しては前回見れてないところを、この中で、また当

局にもここを重点的に見てもらったほうがええじ

ゃ違うかなとかという意見も聞きながら、候補を絞

って、改めて皆さんにそれをお知らせして、いろい

ろとご意見を聞きながら調整をしていきたいと。 

 それと、視察は、先ほど事務局からありましたよ

うに、半日と言わず、前回のように日中かけて見れ

る範囲、かなりの広範囲でも対応できるようにして

いきたいなと考えております。まだまだ自分の中で

も知らないところがいっぱいあるなと実感として

……（「正副委員長でよく検討していただきたいな」

と呼ぶ者あり）はい。またそういった情報を皆さん

にお示しして、調整をさせていただきたいと思って

おります。 

 次に、昨年１１月に委員の皆さんと協議、検討を

いたしました防災対策調査特別委員会重点調査事

項について、２０２１年度前期分として、ここは変

えたほうがいいんじゃないかとか、追加とか削除と

かも含めまして、ご意見はないでしょうか。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 一番今、目の前で肝心なコロ

ナ対策っていうのは全然出てきてないんだけど、こ

れってやっぱり最優先で入れとくべきことではな

いのかなというように思いますが、いかがでしょう

か。 

○委員長（足田 仁司） 委員さんで。 

○委員（椿野 仁司） 言葉がちょっと今思いつかな

いんで、コロナ対策としか言いようがなかったんだ

けど。 

○委員長（足田 仁司） 関連して、何かご意見ない

でしょうか。 

○委員（浅田  徹） 防災としてまぁ、いろんな今、

福祉関係とか、実際は常任委員会のほうでやってる

わね、災害としてどういうふうなことを、じゃあ、

調査するか。 
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○委員（椿野 仁司） 災害でしょう。 

○委員（浅田  徹） どうするかです。 

○委員（椿野 仁司） コロナも災害だ。 

○委員（浅田  徹） その辺もちょっと整理したほ

うがいいと、漠然とぽんと出すんじゃなくて、何を

どう。 

○委員（椿野 仁司） だから、今お考えいただいて、

いやいや、防災という立場でっていうことでは関係

ないということになれば、私も言うことではないん

ですが。ただね、現状、今のコロナに関しての災害

だということで、今の何だっけ、緊急、何だっけ。

対策本部会議じゃない。（「緊急事態宣言」と呼ぶ

者あり）緊急事態宣言になったときには、本部も設

置され、議長も常任委員長もみんな出席をし、防災、

特別委員会も委員長、出とうなるの。 

○委員長（足田 仁司） 出ました。 

○委員（椿野 仁司） その所管は、防災課が全て本

部としてやってるということから考えれば、コロナ

の災害って、私は大災害だと思うんだけど、だから、

私はこの特別委員会の重点の中に最優先で入れる

べきことではないのかな。今日も主要概要の中にコ

ロナって出てきてないんで、何でって言ってって、

私も不思議でしようがなかったんだけども、あえて

出さなかったのか、そういう該当しなかったのかっ

て、多分該当しなかったとは言わないと思うけども、

防災課は。（発言する者あり）うん、と私は思いま

す。別に入れたからどうだとか入れなかったらどう

だということを言っとるわけじゃないですよ、私は。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） どうぞ。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今、総務、文教民生、建設で

コロナ対策上がっとるんですね、そっちの重点項目

で。 

○委員（足田 仁司） たしかやってたと思いますね。 

○委員（浅田  徹） ああ、総務入れてますね。 

○委員（福田 嗣久） 建設はもちろん入ってるね。 

○委員（浅田  徹） 当然やってますね。 

○委員（福田 嗣久） だから、もうそれでいいんち

ゃう。 

○委員（椿野 仁司） いやいや。 

○委員（福田 嗣久） だから、具体的に例えば……。 

○委員（福田 嗣久） 例えば防災についての防災課

の全体については、総務がする。それから、蔓延防

止とか医療体制とか、そういったことは文教民生が

する。それから、経済対策としてのコロナは、建設

経済、それで、またここに入れても、具体的なこと

は何をするんだっていうことなんで、情報、話のと

こだけでも。 

○委員（椿野 仁司） いや、私は今、問題提起した

だけだから。（発言する者あり）うん、いや、必要

がないっていって言われると辞めなったらいいん

だし。 

○委員（福田 嗣久） だから、どうかなと思って。 

○委員（椿野 仁司） 私は今までの防災会議や何か

を見とると、うん、防災課は我々のところですので、

話が出とるんかなと。 

○委員（福田 嗣久） だから、常任委員会で皆出と

るようなことで、上げてもどうかなという気もする

んだけど、具体的に何をするんかな。やぶさかでは

ないんだけど。 

○委員長（足田 仁司） 若干気になるのは、防災監

は１人いますけど、じゃあ、健康福祉もない。それ

から、産業経済……（「話、聞くだけ」と呼ぶ者あ

り）産業経済、そこもいないという中での具体的な

項目っていうのが、ちょっとイメージがなかなかし

にくいかなという。 

○委員（椿野 仁司） でもね、でもね、でもね、例

えば大きなクラスターが出たときの市民の動きだ

とか。 

○委員（椿野 仁司） 何か考えられることではない

のかなというふうなことも思うんだけどね。 

○委員（福田 嗣久） 挙げなったらいいんじゃない

ですか。 

○委員（椿野 仁司） いやいや、挙げるだけは挙げ

る。 

○委員（奥村 忠俊） 今日ね、よろしいか。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 
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○委員（奥村 忠俊） 防災課、挙げてはなかったん

ですけども、椿野委員言うように、僕もそう思うん

ですよ。ただ、発言しなかったんだけども、全然答

えるあれがなったもんや、どうなんかなと思ったん

だけども、本当にこれは何度も言いますように、こ

うなったっていう本当に災害です。全体が世界中そ

うなってるもんですから、だから、市としてはどう

いうふうにしてこれを防衛していくかとかね、そこ

ら辺はそういうふうな観点からいえば、この委員会

でもやっぱり説明してもらうべきだなと思います

わ。だから、その辺もどこまでいくかは分かりませ

んし……（「そうやね」と呼ぶ者あり）文教委員会

がするとかなんとか、それは分かりませんけどね。

とにかく問題が大き過ぎるもんですから、これ、じ

ゃあ、一部の議員だけでというようなことでも済む

ようなわけにも、どうかなと思ったりするんですけ

どね。椿野委員言われるように、ここで防災監とし

て、防災のほうからは、こういう形で取り組んでる

とかいう話ができるんなら、それはもうぜひ聞かせ

てもらいたいなと僕は思います。 

○委員（福田 嗣久） 委員長、入れたらどうですか

ね。これ入れに。 

○委員長（足田 仁司） このコロナ対策について。 

○委員（椿野 仁司） いや、委員長が会議に招集さ

れとるっていうところの意味合いからいって持っ

てくる私は。３人の常任委員長が行っとうなるのは、

それぞれ所管があって、そうやって出しておんなる

んだけど。（「そうそう」と呼ぶ者あり）だって、

委員会にコロナ対策が入ってないの重点化。委員長

が行っておられる意味合いがそれだったらないじ

ゃないですかねと、私は思ってました。 

○委員長（足田 仁司） 少し違和感はありましたけ

ど。 

○委員（椿野 仁司） うんうん。でも、防災という

立場も多分入っとるんだろうと思いますよ。 

○委員長（足田 仁司） 災害というのをそこまで広

げて考えると、ここの委員会、この程度っていった

ら叱られますけども、この程度の委員会で所管でき

るんだろうかっていうちょっと不安があって、ここ

は具体的に大雨だとか洪水だとかそういう……。 

○委員（福田 嗣久） 委員会所管をすると、ほんで

も担当に出てきてもらわなんちゃう。 

○事務局主査（伊藤八千代） そうですね。 

○委員長（足田 仁司） そうです、そうなってくる。 

○委員（福田 嗣久） もちろん出てきてもらわな。 

○委員長（足田 仁司） だから、今、防災監だけで

しょ。 

○委員（福田 嗣久） 防災監だけ。 

○委員（椿野 仁司） 所管なのか重点なのか。ほん

なら、もうやめましょう。ちょっとうっとうしいん

でやめましょう。 

○委員長（足田 仁司） うん。 

○委員（椿野 仁司） うん、やめたらええよ、その

ほうがいい。 

○事務局主査（伊藤八千代） コロナ対策で、例えば

８番で自主防災組織についてっていうのがありま

すよね。例えば避難するときに、どんなコロナ対策

をしてるかっていうようなことを、防災課のほうか

ら説明っていうのは多分可能だと思うんです。 

○委員長（足田 仁司） そういう、ごっつい具体的

な関わりもところどころあるんでね。 

○委員（福田 嗣久） それはあるんでしょうけど、

コロナ対策を……（「対策という」と呼ぶ者あり）

うたってしまったらいいので、答弁できない部分が

かなり出てくるので、そこに全部また入っていかん

ならんっちゅうことだろう。 

○事務局主査（伊藤八千代） そうですね、例えば社

会福祉課とか健康増進課とか。 

○委員（福田 嗣久） そうそう、社会福祉もそうだ

し、健康増進もそうだし。 

○委員長（足田 仁司） 特定避難所の設営、運営考

えただけでも、まさに今コロナ対策をきちっとやら

なあかんわけですから、それ考えたら、水害だ何か

ともうセットの部分がはっきりあるのはあるんで

すよね。 

○事務局主査（伊藤八千代） あと、１番の本庁、振

興局の防災体制っていうのも庁内事業計画、ＢＣＰ

の中にもコロナ対策が入ってくると思うんです。 
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○委員（福田 嗣久） どうしたらええかな、それで。 

○委員長（足田 仁司） 難しいな。 

○委員（椿野 仁司） いや、もうそんなに私は深く

考えずに、難しく考えずに言っただけのことなんで、

別にそこまで時間をかけて話し合うことでもない

と思いますので、却下させてもらいますけど。 

○委員長（足田 仁司） おっしゃるように・・。 

○委員（椿野 仁司） はい、それでよろしいと思い

ます。それで、ただね、僕、ちょっとここに括弧書

きで、今の今言った１番だとか８番だとか、そうい

うところにコロナ対策を、括弧含むということを入

れておいてもらったらどうかなと。 

○委員長（足田 仁司） ああ、なるほどね、はい。 

○事務局主査（伊藤八千代） コロナ対策を含むって

いうことで……（「そうそう」と呼ぶ者あり）１番

と、じゃあ、８番に。 

○委員（椿野 仁司） １番と８番と。 

○事務局主査（伊藤八千代） はい。括弧書きでそれ

を入れさせていただきます。 

○委員長（足田 仁司） 当然関わってくる部分があ

るんだし、災害には違いない。 

○委員（清水  寛） ９番も入れてもいい。 

○委員（椿野 仁司） ９番の子供、防災意識。 

○事務局主査（伊藤八千代） ９番もですね、ああ、

そうですね。 

○委員（椿野 仁司） そうだよね。（「うん」と呼

ぶ者あり） 

○事務局主査（伊藤八千代） じゃあ、１、８、９に

ついては、括弧書きで。 

○委員（福田 嗣久） １、８、９、そうですな。 

○委員（椿野 仁司） そうですね。 

○事務局主査（伊藤八千代） コロナ対策を含むとい

うことで追加をさせていただきたいと。 

○委員（椿野 仁司） いい案ができました。じゃあ、

それでいったらどうですか、委員長、コロナ対策を

含むで。 

○委員長（足田 仁司） はい、落としどころとして

はよかったけど。 

○委員（椿野 仁司） じゃあ、却下しませんので。 

○委員長（足田 仁司） 先ほどの発言はなかったと

いうことで１番、８番、９番。 

○事務局主査（伊藤八千代） はい、１、８、９です

ね。 

○委員長（足田 仁司） ここに括弧書きでコロナ対

策を含むと。そういうことを付け加えるということ

でよろしいでしょうか。（「はい、結構です」と呼

ぶ者あり） 

 浅田委員、今、決めようとしてるのは、重点項目

の１番、８番、９番にコロナ対策を含むというふう

に。大きい項目では上げないけど。 

○委員（浅田  徹） はい、了解しました。了解で

す。 

○委員長（足田 仁司） そうすれば、災害時の例え

ば避難所の設営、運営がそこで関わってきますんで

ね。 

 じゃあ、そういうことにさせていただきます。 

 ほかに何かご意見、発言したいということはあり

ますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（足田 仁司） それでは、以上をもちまし

て本日の防災対策調査特別委員会を終了いたしま

す。ご苦労さまでした。 

午前１１時１５分閉会 

──────────────────── 


